
平成™›年›月œ日 木曜日 第œ��›号官 報
住
所
大
阪
市
平
野
区
長
吉
長
原
１
丁
目
５
番
８
号

姜
a
樹
昭
和
4
3年
６
月
2
7日
生

李
佳
苗
昭
和
4
6年
６
月
1
7日
生

姜
知
希
平
成
2
0年
６
月
２
日
生

住
所
大
阪
府
豊
中
市
豊
南
町
東
３
丁
目
３
番
３
号

成
男
昭
和
5
8年
５
月
2
7日
生

住
所
大
阪
府
茨
木
市
五
十
鈴
町
６
番
２
号

趙
優
紀
昭
和
5
5年
６
月
1
9日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
£
南
３
丁
目
1
0番

2
3
`
5
0
3号

金
秀
治
昭
和
4
9年

1
0月

2
0日
生

住
所
栃
木
県
栃
木
市
樋
ノ
口
町
1
2
0番
地
１

ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス
・
シ
ン
ヤ
昭
和
5
8

年
５
月
3
1日
生

住
所
福
岡
県
宗
像
市
土
穴
１
丁
目
1
6番

1
5号

金
梨
華
昭
和
3
9年

1
2月
６
日
生

朴
茉
萌
平
成
５
年
４
月
2
5日
生

住
所
兵
庫
県
加
古
川
市
平
岡
町
新
在
家
1
1
5
0番
地

朴
英
輔
平
成
３
年
1
0月

3
0日
生

住
所
東
京
都
足
立
区
加
賀
２
丁
目
3
1番
５
`
3
0
3号

コ
ラ
ゾ
ン
・
ピ
カ
ー
ル
・
ナ
ガ
ミ
ネ
昭
和
4
1年
１
月

1
8日
生

住
所
岡
山
県
津
山
市
大
谷
5
8
4番
地
１

李
Ÿ
一
昭
和
5
2年
９
月
９
日
生

住
所
三
重
県
桑
名
市
大
字
太
夫
1
3
2番
地
８

ペ
ド
ロ
・
ギ
ド
・
ト
ク
チ
・
ス
ア
レ
ス
昭
和
3
3年
７

月
2
7日
生

エ
レ
テ
ィ
シ
ア
・
サ
ー
ベ
デ
ラ
・
ス
マ
エ
タ
・
デ
・
ト

ク
チ
昭
和
4
3年
９
月
２
日
生

マ
サ
モ
リ
・
ペ
ド
ロ
・
ト
ク
チ
・
サ
ー
ベ
デ
ラ
平
成

４
年
６
月
1
4日
生

ケ
ン
・
リ
チ
ャ
ル
ド
・
ト
ク
チ
・
サ
ー
ベ
デ
ラ
平
成

６
年
1
1月
８
日
生

住
所
山
形
県
西
村
山
郡
朝
日
町
大
字
和
合
1
7
7番
地

董
李
平
成
５
年
４
月
1
3日
生

住
所
福
岡
市
博
多
区
比
恵
町
1
3 番
３
号

®
Ï
惠
昭
和
4
8年
８
月
７
日
生

住
所
東
京
都
小
金
井
市
前
原
町
４
丁
目
1
7番

2
9号

マ
ー
ク
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
デ
ラ
・
ク
ル
ー
ス
・
ミ
ウ
ラ

昭
和
5
7年
１
月
７
日
生

住
所
東
京
都
世
田
谷
区
代
田
３
丁
目
3
4番

1
9号

李
美
幸
昭
和
4
7年

1
2月

2
8日
生

住
所
東
京
都
新
宿
区
北
新
宿
４
丁
目
1
2番
１
号

田
將
樹
昭
和
5
6年

1
2月

1
0日
生

住
所
和
歌
山
県
海
南
市
小
野
田
5
0
1番
地
３

金
佳
代
子
昭
和
5
4年

1
2月

2
7日
生

住
所
さ
い
た
ま
市
南
区
沼
影
１
丁
目
1
7番

4
1
`
5
0
2号

陳
磊
昭
和
5
2年
６
月
1
0日
生

住
所
埼
玉
県
上
尾
市
大
字
瓦
葺
4
8
0番
地
１

趙
廣
來
昭
和
6
0年
６
月
６
日
生

住
所
埼
玉
県
所
沢
市
大
字
荒
幡
8
5
3番
地
２

王
振
宇
昭
和
6
2年

1
0月

1
5日
生

住
所
愛
知
県
豊
川
市
麻
生
田
町
大
荒
子
8
0番
地

ã
静
昭
和
4
3年
４
月
2
3日
生

王
雪
菲
平
成
７
年
３
月
1
6日
生

住
所
名
古
屋
市
西
区
上
名
古
屋
３
丁
目
2
2番

2
6号

管
玉
玲
昭
和
3
0年

1
2月

2
2日
生

住
所
群
馬
県
富
岡
市
妙
義
町
八
木
連
1
0
1
5番
地
１

李
明
陽
平
成
５
年
７
月
９
日
生

住
所
千
葉
県
柏
市
柏
1
0
3
4番
地
1
0

朴
銀
河
平
成
元
年
９
月
2
0日
生

住
所
東
京
都
G
飾
区
新
小
岩
２
丁
目
９
番
７
号

林
祝
福
昭
和
4
8年
３
月
2
3日
生

住
所
東
京
都
足
立
区
関
原
１
丁
目
５
番
2
0号

任
正
順
昭
和
３
年
１
月
2
8日
生

張
好
子
昭
和
3
5年
８
月
1
4日
生

張
à
子
昭
和
3
8年
７
月
1
8日
生

住
所
東
京
都
荒
川
区
南
千
住
４
丁
目
９
番
３
`
9
1
1号

金
政
勝
昭
和
5
9年
８
月
1
6日
生

住
所
神
戸
市
須
磨
区
神
の
谷
７
丁
目
７
番
1
0
1
`
5
0
6号

サ
サ
キ
・
デ
・
ウ
エ
ハ
ラ
・
イ
サ
ベ
ル
昭
和
3
5年
７

月
３
日
生

住
所
神
戸
市
須
磨
区
白
川
台
１
丁
目
3
6番
地
１

金
奈
R
平
成
２
年
１
月
2
4日
生

住
所
兵
庫
県
西
宮
市
今
在
家
町
１
番
４
号

崔
真
徳
昭
和
5
8年
３
月
2
7日
生

３
\

借
款
は
、
ラ
オ
ス
の
実
施
機
関
が
調
達
適
格
国
の

供
給
者
、
請
負
業
者
又
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
対
し

て
行
う
支
払
で
、
計
画
の
実
施
に
必
要
な
生
産
物
又

は
役
務
の
購
入
の
た
め
に
両
者
の
間
で
締
結
さ
れ
る

こ
と
の
あ
る
契
約
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
を
対

象
と
し
て
使
用
に
供
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
当
該
購
入

は
、
調
達
適
格
国
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
国
で
生
産

さ
れ
る
生
産
物
又
は
そ
れ
ら
の
国
か
ら
供
給
さ
れ
る

役
務
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
。

]

\
に
規
定
す
る
調
達
適
格
国
の
範
囲
は
、
両
政
府

の
関
係
当
局
間
で
合
意
さ
れ
る
。

^

借
款
の
一
部
は
、
計
画
の
実
施
の
た
め
の
適
格
な

現
地
通
貨
の
需
要
に
充
て
る
た
め
に
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

４

ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
政
府
は
、
３
\
に
規
定
す

る
生
産
物
又
は
役
務
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
調
達
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
国
際
競
争
入
札
の
手
続
が
適
用
で
き
な

い
か
又
は
適
当
で
な
い
場
合
を
除
く
ほ
か
従
う
べ
き
国

際
競
争
入
札
の
手
続
を
な
か
ん
ず
く
定
め
る
。）に
従
っ

て
調
達
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

５

ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
政
府
は
、
借
款
に
基
づ
い

て
購
入
さ
れ
る
生
産
物
の
海
上
輸
送
及
び
海
上
保
険
に

関
し
、
海
運
会
社
及
び
海
上
保
険
会
社
の
間
の
公
正
か

つ
自
由
な
競
争
を
妨
げ
る
こ
と
の
あ
る
い
か
な
る
制
限

を
課
す
こ
と
も
差
し
控
え
る
。

６

３
\
に
規
定
す
る
生
産
物
又
は
役
務
の
供
給
に
関
連

し
て
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
に
お
い
て
そ
の
役
務
が

必
要
と
さ
れ
る
日
本
国
民
は
、
作
業
の
遂
行
の
た
め
ラ

オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
へ
の
入
国
及
び
同
国
に
お
け
る

滞
在
に
必
要
な
便
宜
を
与
え
ら
れ
る
。

７

ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
政
府
は
、
次
の
も
の
を
免

除
す
る
。

æ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
つ
い
て
、
借
款
及
び
そ
れ
か
ら
生
ず

る
利
子
に
対
し
て
又
は
そ
れ
ら
に
関
連
し
て
ラ
オ
ス

人
民
民
主
共
和
国
に
お
い
て
課
さ
れ
る
全
て
の
財
政

課
徴
金
及
び
租
税

ç

供
給
者
、
請
負
業
者
又
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し

て
活
動
す
る
日
本
国
の
会
社
に
つ
い
て
、
借
款
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
る
生
産
物
又
は
役
務
の
供
給
か
ら
生

ず
る
所
得
に
関
し
て
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
に
お

い
て
課
さ
れ
る
全
て
の
財
政
課
徴
金
及
び
租
税

è

供
給
者
、
請
負
業
者
又
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し

て
活
動
す
る
日
本
国
の
会
社
に
つ
い
て
、
計
画
の
実

施
に
必
要
な
自
己
の
資
材
及
び
設
備
の
輸
入
及
び
再

輸
出
に
関
し
て
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
に
お
い
て

課
さ
れ
る
全
て
の
関
税
及
び
関
連
の
財
政
課
徴
金

〇
外
務
省
告
示
第
百
二
十
三
号

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
七
日
に
カ
イ
ロ
で
、
エ
ジ
プ

ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
政
府
に
対
す
る
贈
与
に
関
す
る
次
の

概
要
の
書
簡
の
交
換
が
エ
ジ
プ
ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
政
府

と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
交
換
公
文
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
一
日
に

効
力
を
生
じ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

経
済
社
会
開
発
努
力
推
進

に
寄
与
す
る
た
め
、
両
政
府
の
関
係
当
局
が
合
意
す
る

生
産
物
及
び
役
務
を
購
入
す
る
た
め
の
資
金
の
贈
与

２

贈
与
額

五
億
円

３

署
名
者

日

本

側

奥
田
紀
宏
在
エ
ジ
プ
ト
大
使

エ
ジ
プ
ト
側

フ
ァ
イ
ザ
・
ア
ブ
ル
ナ
ガ
計
画
・
国
際

協
力
大
臣

平
成
二
十
四
年
四
月
五
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
外
務
省
告
示
第
百
二
十
四
号

平
成
二
十
四
年
三
月
六
日
に
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
で
、
貧

困
農
民
支
援
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
エ
チ

オ
ピ
ア
連
邦
民
主
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

貧
困
農
民
へ
の
支
援
に
力

点
を
お
い
た
食
糧
生
産
の
増
大
に
寄
与
す
る
た
め
に
必

要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

四
億
九
千
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

ま
で

４

署
名
者

日

本

側

岸
野
博
之
在
エ
チ
オ
ピ
ア
大
使

エ
チ
オ
ピ
ア
側

ア
ー
メ
ド
・
シ
デ
財
務
・
経
済
開
発

担
当
国
務
大
臣

平
成
二
十
四
年
四
月
五
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
外
務
省
告
示
第
百
二
十
五
号

平
成
二
十
四
年
三
月
十
六
日
に
東
京
で
、
円
借
款
の
供

与
に
関
す
る
次
の
書
簡
の
交
換
が
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和

国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
四
月
五
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

（
日
本
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
使
は
、
ラ
オ
ス

人
民
民
主
共
和
国
の
経
済
の
安
定
及
び
開
発
努
力
を
促
進

す
る
た
め
に
供
与
さ
れ
る
日
本
国
の
借
款
に
関
し
て
日
本

国
政
府
の
代
表
者
と
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
政
府
の
代

表
者
と
の
間
で
最
近
到
達
し
た
次
の
了
解
を
確
認
す
る
光

栄
を
有
し
ま
す
。

１

四
十
一
億
七
千
三
百
万
円
（
四
、
一
七
三
、〇
〇
〇
、

〇
〇
〇
円
）
の
額
ま
で
の
円
貨
に
よ
る
借
款（
以
下「
借

款
」
と
い
う
。）が
、南
部
地
域
電
力
系
統
整
備
計
画（
以

下
「
計
画
」
と
い
う
。）を
実
施
す
る
た
め
、
独
立
行
政

法
人
国
際
協
力
機
構
（
以
下
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」
と
い
う
。）

に
よ
り
、
日
本
国
の
関
係
法
令
に
従
っ
て
、
ラ
オ
ス
人

民
民
主
共
和
国
政
府
に
供
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

２
\

借
款
は
、
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
政
府
と
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
と
の
間
で
締
結
さ
れ
る
借
款
契
約
に
基
づ
い
て

使
用
に
供
さ
れ
る
。
借
款
の
条
件
及
び
使
用
に
関
す

る
手
続
は
、
こ
の
了
解
の
範
囲
内
で
、
な
か
ん
ず
く

次
の
原
則
を
含
む
こ
と
に
な
る
前
記
の
借
款
契
約
に

よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

æ

償
還
期
間
は
、
十
年
の
据
置
期
間
の
後
三
十
年

と
す
る
。

ç

利
子
率
は
、年
〇
・
〇
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

è

支
出
期
間
は
、
前
記
の
借
款
契
約
の
発
効
の
日

の
後
六
年
と
す
る
。

]

\
に
規
定
す
る
借
款
契
約
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
計
画

の
実
行
可
能
性
（
環
境
に
対
す
る
配
慮
を
含
む
。）を

確
認
し
た
後
に
締
結
さ
れ
る
。

^

\
è
に
規
定
す
る
支
出
期
間
は
、
両
政
府
の
関
係

当
局
の
同
意
を
得
て
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

›
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